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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 端 を 茶 葉 の 投 入 口 、 他 端 を 茶 葉 の 排 出 口 と し て 円 筒 状 の 処 理 胴 と 、 該 処 理 胴 を 回 転 さ  
せ る 駆 動 手 段 と 、 前 記 処 理 胴 の 内 側 に 備 え た 桟 と 、 前 記 処 理 胴 の 一 端 よ り 熱 風 を 吹 き 込 む  
た め の 熱 風 供 給 手 段 と よ り 構 成 す る 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 に お い て 、 茶 葉 排 出 口 側 の 上 部 に 排  
気 量 を 調 節 で き る 排 気 口 と 茶 葉 排 出 口 に 茶 葉 排 出 弁 を 備 え 、 処 理 胴 を 略 密 閉 で き る よ う に  
し 、 排 気 量 を 大 き く す る こ と で 、 茶 葉 か ら 蒸 発 し た 水 分 に よ り 高 湿 度 に な っ た 熱 風 を 速 や  
か に 排 出 し 茶 葉 に 低 湿 度 の 熱 風 を 供 給 す る こ と が で き る 一 方 、 排 気 量 を 抑 え る こ と で 前 記  
処 理 胴 内 に 前 記 高 湿 度 に な っ た 熱 風 を 維 持 で き る よ う に 処 理 胴 内 部 の 熱 風 気 流 を 調 節 可 能  
と し た こ と を 特 徴 と す る 、 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 排 気 口 に 風 量 を 調 節 可 能 な 排 気 フ ァ ン 、 茶 葉 排 出 弁 に ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 備 え た こ  
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 投 入 口 か ら 蒸 熱 工 程 後 の 茶 葉 が 投 入 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
ま た は ２ 記 載 の 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
  製 茶 工 程 中 に 複 数 台 連 続 で 設 置 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た  
は ３ 記 載 の 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

請求項の数　4　（全7頁）
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 茶 葉 の 温 度 を 短 時 間 で 上 昇 さ せ 、 且 つ 効 率 よ く 水 分 を 除 去 す る 装 置 に 関 す る  
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 製 茶 ラ イ ン で は 、 緑 茶 製 造 の 場 合 を 例 に 取 る と 、 蒸 機 で 殺 青 処 理 を 行 っ た 後 、 茶  
葉 の 水 分 や 性 状 に 応 じ た 粗 揉 機 、 揉 捻 機 、 中 揉 機 、 精 揉 機 、 乾 燥 機 と い っ た 揉 乾 装 置 を 使  
用 し て 、 茶 葉 温 度 を ３ ５ ～ ３ ６ ℃ に 保 ち な が ら 、 時 間 を か け て 製 造 す る 必 要 が あ っ た 。 こ  
れ に よ り 、 煎 茶 と し て の 旨 み や 風 味 、 荒 茶 の 針 状 の 形 状 な ど の 特 徴 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 ド リ ン ク 用 原 料 や テ ィ ー バ ッ グ 用 原 料 な ど 形 状 に と ら わ れ ず に 、 味 や 水 色 、 香 り を  
重 視 す る 茶 葉 の 利 用 が 多 く な り 、 製 茶 コ ス ト の 低 減 も 関 心 が 高 ま る 中 、 短 い 製 茶 時 間 で 水  
色 や 味 、 香 り に 特 徴 の あ る 製 造 方 法 が 模 索 さ れ て き た 。 茶 葉 を 高 水 分 時 に 短 時 間 で 効 率 よ  
く 乾 燥 さ せ る こ と で そ の 後 の 揉 乾 工 程 の 負 荷 を 抑 え る 製 法 が 試 み ら れ て い る 。 茶 葉 を 高 水  
分 時 に 高 温 で 効 率 よ く 水 分 を 除 去 す る こ と で 、 余 分 な 香 気 が 揮 発 し 夏 茶 な ど に 特 有 の 香 り  
を 抑 え 、 さ っ ぱ り と し た 香 気 に 仕 上 が り 、 葉 色 の 色 落 ち が 少 な い お 茶 を 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 の よ う な 製 法 に 、 高 温 熱 風 処 理 装 置 が 使 用 さ れ る が 、 従 来 の 装 置 は 供 給 熱 風 の 制 御 だ  
け で 、 茶 葉 投 入 量 や 茶 葉 の 含 水 率 に 応 じ て 熱 風 温 度 や 熱 風 量 を 調 節 す る こ と が 難 し く 、 特  
に 水 分 を 多 く 除 去 し た い 場 合 に は 葉 肉 の 薄 い 茶 葉 は 過 乾 燥 に な っ た り 、 焦 げ が 生 じ た り し  
て 、 茶 の 品 質 を 落 と す こ と に つ な が る 場 合 が あ っ た 。 製 造 中 の 茶 葉 投 入 量 の 変 化 に よ っ て  
も 水 分 の 除 去 程 度 に 変 化 を 生 じ る こ と も あ り 、 安 定 的 に 乾 燥 程 度 を 調 節 で き る 茶 葉 熱 風 処  
理 装 置 が 望 ま れ て い た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ３ ４ ４ ０ ５ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ６ － １ ５ ２ ７ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ 及 び ２ で は 、 供 給 さ れ る 熱 風 温 度 は そ の 殆 ど は 排 出 口 側 で 自 然 に 排 気 と し て  
放 出 さ れ る 。 処 理 胴 内 の 熱 量 を 制 御 す る こ と は で き ず 、 茶 葉 の 投 入 量 や 熱 風 の 気 流 の 変 化  
に よ り 、 処 理 胴 内 の 熱 量 が 絶 え ず 変 化 し 、 過 乾 燥 に な っ た り 、 乾 燥 不 足 を 生 じ た り し て い  
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 短 時 間 で 効 率 よ く 茶 葉 水 分 を 除 去 す る こ と を 目 的 と し て お り 、 過 乾 燥 や 乾 燥 不  
足 を 防 ぎ つ つ 、 安 定 的 に 茶 葉 水 分 を 除 去 す る 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ 手 段 は 、 一 端 を 茶 葉 の 投 入 口 、 他 端 を 茶 葉 の 排 出 口 と し て 円 筒 状 の 処 理 胴  
と 、 該 処 理 胴 を 回 転 さ せ る 駆 動 手 段 と 、 前 記 処 理 胴 の 内 側 に 備 え た 桟 と 、 前 記 処 理 胴 の 一  
端 よ り 熱 風 を 吹 き 込 む た め の 熱 風 供 給 手 段 と よ り 構 成 す る 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 に お い て 、 茶  
葉 排 出 口 側 の 上 部 に 排 気 量 を 調 節 で き る 排 気 口 と 茶 葉 排 出 口 に 茶 葉 排 出 弁 を 備 え 、 処 理 胴  
を 略 密 閉 で き る よ う に し 、 排 気 量 を 大 き く す る こ と で 、 茶 葉 か ら 蒸 発 し た 水 分 に よ り 高 湿  
度 に な っ た 熱 風 を 速 や か に 排 出 し 茶 葉 に 低 湿 度 の 熱 風 を 供 給 す る こ と が で き る 一 方 、 排 気  
量 を 抑 え る こ と で 前 記 処 理 胴 内 に 前 記 高 湿 度 に な っ た 熱 風 を 維 持 で き る よ う に 処 理 胴 内 部  
の 熱 風 気 流 を 調 節 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 、 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 。
　 本 発 明 の 第 ２ 手 段 は 、 前 記 第 １ 手 段 に お い て 、 前 記 排 気 口 に 風 量 を 調 節 可 能 な 排 気 フ ァ  
ン 、 茶 葉 排 出 弁 に ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 。



10

20

30

40

50

JP 7430318 B2 2024.2.13(3)

【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 手 段 は 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ２ 手 段 に お い て 、 前 記 投 入 口 か ら 蒸 熱 工 程  
後 の 茶 葉 が 投 入 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 。
　 本 発 明 の 第 ４ 手 段 は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ ま た は 第 ３ 手 段 に お い て 、 製 茶 工 程 中 に 複 数 台 連  
続 で 設 置 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 装 置 に よ り 、 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 の 処 理 胴 内 部 の 熱 風 の 流 れ を 制 御 す る こ と が で  
き る よ う に な り 、 茶 葉 の 投 入 流 量 や 茶 葉 の 性 状 に よ る 茶 葉 処 理 程 度 の 変 化 を 抑 え 、 乾 燥 不  
足 や 過 乾 燥 、 焦 げ な ど の 品 質 低 下 に つ な が る 現 象 を 減 ら す こ と が で き 、 安 定 的 に 良 好 な 茶  
葉 処 理 状 態 を 保 っ て 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 の 正 面 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 の 処 理 胴 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 の 処 理 胴 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 処 理 胴 １ は 、 茶 葉 ２ ０ を 一 端 か ら 投 入 す る 投 入 口 ２ を 備 え て お り 、 、 こ の 投 入 口 ２ に は  
投 入 装 置 ３ に よ っ て 茶 葉 ２ ０ を 連 続 的 に 投 入 す る 。 処 理 胴 １ は 駆 動 手 段 ５ に よ っ て 回 転 す  
る 。 こ の 処 理 胴 の 一 端 に は 熱 風 供 給 手 段 ７ と し て 熱 風 吹 出 管 ２ ２ が 挿 入 さ れ て お り 、 こ の  
熱 風 吹 出 管 ２ ２ は 任 意 の 長 さ の 筒 で あ り 、 通 気 性 部 材 で 構 成 さ れ 、 処 理 胴 内 に 熱 風 を 供 給  
す る 。 こ の 熱 風 吹 出 管 ２ ２ の 形 状 は こ の 限 り で は な く 、 筒 の 先 端 か ら 熱 風 を 吹 き 込 む も の  
、 筒 の 一 部 を 通 気 性 部 材 で 構 成 す る も の な ど 、 他 の 形 状 で も よ い 。 こ の 熱 風 吹 出 管 ２ ２ へ  
供 給 す る 熱 風 は 、 熱 風 発 生 器 ２ １ に て 発 生 さ せ て い る 。 供 給 さ れ る 熱 風 は 、 熱 風 供 給 管 ２  
３ を 通 り 、 熱 風 吹 出 管 ２ ２ に 接 続 さ れ 、 熱 風 吹 出 管 ２ ２ の 通 気 性 部 材 を 通 し て 処 理 胴 １ に  
放 出 さ れ る 。 熱 風 供 給 管 ２ ２ は 留 具 ２ ６ に よ り 処 理 胴 に 固 定 さ れ 、 処 理 胴 の 回 転 と 一 緒 に  
回 転 す る 。 熱 風 供 給 管 ２ ３ の 途 中 に 温 度 計 ( 図 示 し な い ) を 設 け 、 供 給 熱 風 温 度 を 監 視 し 、  
設 定 さ れ た 熱 風 温 度 を 制 御 し て い る 。 熱 風 発 生 器 ２ １ は 、 １ ５ ０ ℃ ～ ４ ０ ０ ℃ の 熱 風 を 発  
生 さ せ る こ と が で き 、 １ ５ ～ ２ ４ 立 方 メ ー ト ル ／ 分 程 度 の 風 量 で 供 給 で き 、 熱 風 温 度 、 風  
量 と も に 調 節 可 能 で あ る 。 熱 風 温 度 、 風 量 の 調 節 は 茶 葉 の 性 状 や 投 入 時 の 茶 葉 水 分 、 茶 葉  
の 重 量 減 を 含 む 、 処 理 程 度 な ど に 応 じ て 変 更 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 処 理 胴 １ の 内 面 に は 、 長 手 方 向 に ほ ぼ 直 線 形 状 の 桟 ６ が 複 数 本 取 り 付 け ら れ て お り 、 茶  
葉 ２ ０ が 処 理 胴 １ 内 を 拡 散 し 、 取 出 口 ４ に 向 か っ て 移 動 す る よ う に な っ て い る 。 実 施 例 に  
お け る 処 理 胴 １ は 直 径 約 １ ０ ０ ０ ミ リ 、 全 長 約 ５ ０ ０ ０ ミ リ 、 材 質 は １ ． ５ ミ リ 程 度 の Ｓ  
Ｕ Ｓ 製 で あ る 。 処 理 胴 １ の 回 転 数 は 、 最 高 ３ ０ ｒ ｐ ｍ 程 度 で 、 無 段 階 に 調 節 で き 、 茶 葉 の  
乾 燥 度 合 い （ 在 胴 時 間 ） を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 処 理 胴 １ の 外 部 は 、 カ バ ー １ ３ 、 取 出 口 ４ に は 排 出 口 カ バ ー １ ４ に よ り 、 保 熱 及 び 熱 風  
の 自 由 な 放 散 を 防 ぐ 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 処 理 胴 １ の 他 端 の 取 出 口 ４ の 外 側 に は 排 出 口 カ バ ー １ ４ が あ り 、 茶 葉 ２ ０ の 取 出 の シ ュ  
ー ト １ ５ と ロ ー タ リ ー バ ル ブ １ ７ 、 取 出 口 カ バ ー １ ４ の 上 部 に は 排 気 フ ァ ン １ ６ を 設 け 略  
密 閉 と し 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 回 転 さ せ な が ら 茶 葉 を 取 り だ し 、 排 気 フ ァ ン を 調 節 す る こ  
と で 、 処 理 胴 内 の 供 給 熱 風 の 状 態 を 調 節 で き る 。 排 気 フ ァ ン で は な く 、 段 階 的 に 開 閉 可 能  
な 排 気 ダ ン パ な ど を 利 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 投 入 口 ２ か ら 投 入 さ れ た 茶 葉 は 、 処 理 胴 １ の 回 転 と 桟 ６ に よ り 拡 散 さ れ な が ら 、 供 給 熱  
風 に よ り 茶 葉 の 加 熱 と そ れ に よ る 水 分 蒸 発 が 進 み 、 乾 燥 を 伴 う 処 理 が 行 わ れ る 。 供 給 熱 風  
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は 、 茶 葉 へ の 熱 交 換 に よ り 温 度 低 下 を 伴 い 、 茶 葉 の 蒸 発 水 分 に よ り 熱 風 の 湿 度 が 上 昇 す る  
。 茶 葉 の 乾 燥 を 進 め た い 場 合 に は 処 理 後 の 熱 風 は 速 や か に 排 出 し 、 低 湿 度 の 熱 風 を 供 給 す  
る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら こ れ が 過 度 に な る と 、 茶 葉 の 乾 燥 が 進 み す ぎ 、 過 乾 燥 に な っ  
た り 、 場 合 に よ っ て は 焦 げ が 生 じ て し ま い 処 理 茶 葉 の 品 質 を 低 下 さ せ て し ま う 。 反 対 に 、  
茶 葉 加 熱 を 重 視 し た い 場 合 に は 、 処 理 胴 内 部 の 熱 風 湿 度 を 高 め に す る こ と で 、 即 ち 排 気 量  
を 少 な く す る こ と で 、 茶 葉 水 分 の 蒸 発 量 を 抑 え つ つ 、 茶 葉 加 熱 を 進 め る こ と が で き る が 、  
高 湿 度 の 排 気 を 処 理 胴 内 に こ も ら せ て し ま う と 、 茶 葉 に 蒸 れ 香 が つ い て し ま い 品 質 を 落 と  
す の で 注 意 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 取 出 側 に 即 ち 排 気 側 に 排 気 フ ァ ン や ロ ー タ リ ー バ ル ブ な ど の 略 密 閉 装 置 が な い 場 合 、 排  
気 は 略 開 放 に て 排 出 さ れ て し ま う の で 、 茶 葉 の 投 入 量 や 投 入 水 分 な ど 茶 葉 の 諸 条 件 に よ っ  
て 、 供 給 熱 風 と 排 気 の バ ラ ン ス を 保 つ こ と が 難 し い 。 ど ち ら か 一 方 の み 設 置 し て も 同 様 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 茶 葉 排 出 を ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 設 け て 、 茶 葉 排 出 口 か ら の 排 気 を 防 ぐ と 共 に 、  
排 気 フ ァ ン を 調 節 し て 、 処 理 胴 １ 内 で 処 理 に 利 用 さ れ た 排 気 熱 風 の 排 出 量 を 調 節 す る こ と  
で 、 処 理 胴 １ 内 熱 風 の 温 度 や 湿 度 を 制 御 で き 、 自 然 排 気 よ り も 安 定 的 に 茶 葉 の 処 理 程 度 を  
調 節 、 維 持 で き る 。 即 ち 、 乾 燥 重 視 の 処 理 の 場 合 、 排 気 量 を 大 き く す る こ と で 、 高 湿 度 に  
な っ た 排 気 熱 風 を 速 や か に 排 出 し 、 茶 葉 に 低 湿 度 供 給 熱 風 を 当 て る こ と が で き 、 乾 燥 を 進  
め る こ と が で き る 。 加 熱 重 視 の 場 合 、 排 気 フ ァ ン の 回 転 数 を 落 と し 、 排 気 量 を 抑 え る こ と  
で 、 高 湿 度 の 処 理 胴 内 熱 風 を 維 持 で き 、 過 乾 燥 や 焦 げ が 生 じ 難 い 茶 葉 処 理 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 装 置 は 、 茶 葉 乾 燥 を 伴 う 処 理 装 置 で あ る が 、 一 般 的 に は 蒸 熱 工 程 後 の 茶 葉 処 理  
或 い は 、 蒸 熱 工 程 を 省 い て 茶 生 葉 を 本 発 明 装 置 で 殺 青 処 理 及 び 乾 燥 処 理 す る 場 合 も あ る 。  
ど ち ら の 処 理 に も 有 用 で あ る が 、 蒸 熱 工 程 の 後 の 処 理 装 置 と し て 使 用 す る 場 合 、 適 切 な 湿  
度 を 持 っ た 処 理 胴 内 熱 風 に す る こ と に よ っ て 、 蒸 熱 工 程 で の 殺 青 ム ラ を 補 う 処 理 と し て も  
効 果 が あ る 。 ま た 、 殺 青 装 置 と し て も 茶 生 葉 へ の 十 分 な 加 熱 効 果 が 得 ら れ 、 蒸 熱 工 程 に よ  
る 殺 青 と は 異 な る 処 理 を 求 め る 製 法 に も 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ り 、 処 理 胴 内 熱 風 の 状 態 を 調 節 で き る よ う に な っ た こ と か ら 、 焦 げ な ど を 生  
じ る こ と な く 、 茶 葉 乾 燥 を よ り 進 め る こ と が 可 能 に な っ た 。 従 来 の 茶 葉 熱 風 処 理 装 置 で は  
取 り だ し の 茶 葉 水 分 が 高 く な る 傾 向 に あ り 、 直 接 揉 捻 処 理 装 置 に 投 入 す る と ド リ ッ プ が 生  
じ 、 茶 葉 の 内 部 成 分 が ド リ ッ プ と 一 緒 に 流 出 し て し ま う こ と が あ っ た 。 そ の た め 、 従 来 の  
熱 風 処 理 装 置 で は 、 取 出 後 に 乾 燥 を 補 完 す る 製 茶 揉 乾 機 を 導 入 す る 場 合 も あ っ た 。 本 発 明  
装 置 で は 、 よ り 乾 燥 を 進 め る こ と が で き る の で 処 理 後 直 接 揉 捻 処 理 装 置 に 投 入 し て も ド リ  
ッ プ を 生 じ る こ と な く 、 揉 捻 処 理 を 行 う こ と が で き 、 茶 葉 成 分 を 流 出 す る こ と が な く 、 茶  
葉 の 旨 み を 損 な わ な い 茶 葉 製 造 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 煎 茶 製 造 工 程 で は 、 蒸 熱 工 程 の 後 、 揉 乾 工 程 が あ り 、 茶 葉 の 物 理 的 な 揉 み 込 み を 伴 う 乾  
燥 を 進 め る が 、 本 発 明 装 置 は 、 茶 葉 の 拡 散 の み で 物 理 的 な 揉 み 工 程 を 伴 わ ず 揉 捻 処 理 操 作  
に 適 切 な 水 分 ま で 乾 燥 可 能 で あ る 。 そ の た め 、 製 茶 機 械 に 茶 渋 が 付 き に く く 、 機 械 清 掃 の  
負 担 軽 減 に も つ な が り 、 歩 留 ま り の 向 上 も 見 込 め る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 装 置 に よ り 、 処 理 胴 内 熱 風 の 状 態 を 調 節 可 能 に な っ た こ と で 、 例 え ば 前 半 加 熱 重  
視 、 次 の 処 理 で 乾 燥 重 視 に す る な ど 、 製 茶 工 程 中 に 複 数 台 連 続 で 設 置 す る こ と に よ り 、 よ  
り 自 由 度 の 高 い 処 理 ラ イ ン の 構 築 が 可 能 に な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １     処 理 胴
　 ２     投 入 口
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　 ３     投 入 装 置
　 ４     取 出 口
　 ５     駆 動 手 段
　 ６     桟
　 ７     熱 風 供 給 手 段
　 ８     コ ン ベ ヤ
　 ９     コ ン ベ ヤ
　 １ ０     作 業 者
　 １ ３     カ バ ー
　 １ ４     排 出 口 カ バ ー
　 １ ５     シ ュ ー ト
　 １ ６     排 気 フ ァ ン
　 １ ７     ロ ー タ リ ー バ ル ブ
　 １ ８     機 枠
　 １ ９     点 検 口
　 ２ ０     茶 葉
　 ２ １     熱 風 発 生 器
　 ２ ２     熱 風 吹 出 管
　 ２ ３     熱 風 供 給 管
　 ２ ４     熱 風 供 給 管
　 ２ ６     留 め 具
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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